
マ
　
・　
〕

西
新
井
町
自
治
会
だ
よ
り

平
成
十
二
年
二
月

自
治
会
広
報
部

集
り
は
、
こ
い
ざ
”
の
時
の
結
支
の
機
に

案
し
ん
で
盛
大
に
催
せ
て
、
“
い
ざ
”

イ
ベ
ン
ト
〈
お
集
り
）
は
労
力
も
掛
か
る

し
、
資
金
も
掛
か
る
が
、
地
域
全
員
参
加
型

力
も
得
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

阪
神
大
鷺
実
の
時
、
平
素
か
ら
祭
り
を
や
っ

い
た
地
区
は
、
結
東
が
早
く
復
葉
が
早
か
つ

自
治
会
最
大
の
祭
り
納

涼
祭
も
、
も
う
す

結

一
杯
や
ろ
う
。

ホ

体

各

蟻

こ
ん
な
事
も
考
え
て 1こ

広

親

平
成
十

一
年
度
西
新
井
町
自
治
会
総
会
が
去
る
二
月
二
十
六
日

（日
）
自
治
会
館
に
於
い
て
開

催
さ
れ
、
十
一
年
度
決
算

。
十
二
年
度
予
算
が
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
自
治
会
会
則

一
部

改
訂
・
役
員

一
部
改
選

・
区
画
整
理
・
防
災
夜
間
巡
回
の
件
等
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平

成

十

二

年

度

　

総

会

概

要

１

，

役

員

一
部

改

選

副
会
長
兼
会
計

。
須
永
茂
雄
氏
が
身
体
不
調
の
為
、

役
員
辞
任
の
申
し
出
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
理
致
し
ま

し
た
。
後
任
の
会
計
に
広
報
部
長
・
小
林
秀
雄
氏
を

推
薦
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

口
，
広
報
担
当
に
中
山
繁
氏
を
推
薦
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ハ
，
区

に
斎
藤
邦

２

，

会

則

一
部

改

訂

役
員
会
に
新
た
ら
し
く
３
役
会
を
設
け
、
従
来
の

代
議
員
会
と
二
会
議
と
致
し
ま
し
た
。

口
，
自
治
会
々
費
の
返
済
は
一
切
行
わ
な
い
、
と

致
し
ま
し
た
。

３
，
区
画
整
理
事
業

今
後
精
力
的
に
進
め
、
住
民
の
総
意
を
以
て
進
め

る
為
の
、
組
織
作
り
を
急
ぎ
、
具
体
的
に
活
動
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

４

，

防

災

夜

間

巡

回

年
末
に
行
う
巡
回
を
住
民
全
家
庭

（家
庭
環
境
に

つ
い
て
十
分
に
配
慮
す
る
）
の
参
加
を
得
て
、
行
う

事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
′‘

５

，

騰

組

名

称

再

編

町
内
の
発
展
と
相
ま
っ
て
、
番
号
の
統

一
性
が
崩

れ
、
不
便
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
来
年
度
か
ら
隣
組

番
号
の
変
更
を
行
う
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
詳
細
事
項
は
、
既
に
配
付
の
総
会
資
料
を

参
考
に
し
て
下
さ
い
。

雄 画
整
理
推
進
部
を
新
設
、
推
進
担
当
部
長

氏
が
推
薦
さ
れ
承
認
を
得
ま
し
た
。

区

画

整

理

歯
酷
会

々
晨
　
頸
永
　
曜

３
月
末
に
開
催
さ
れ
た
自
治
会
総
会

に
て
、
区
画
整
理
に
関
す
る
対
応
に
つ

い
て
、
重
要
な
決
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
会
と
し
て
も
、
過
去

に
行
わ
れ

た
意
識
調
査

・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
参
考
に
し
た
、
町
内
各
位

の
意
に

添

っ
た
決
定
で
す
。

懇
親
会
席
上
市
長
の
挨
拶
の
中
で
も
、

現
況
の
厳
し
い
市
財
政
事
情
で
あ
る
が
、

の
予
算
措
置
は
何
と
か
な
る
と

も
頂
き
ま
し
た
。

整
理
は
、
各
自
が
共
に
負
担
し

て
行
う
、
合
理
的
な
町
造
り
事

。
し
か
も
国

・
県

‥
市
か
ら
何

う
金
が
投
入
さ
れ
、
近
代
化
さ

れ
た
安
全
で
健
康
的
な
生
活
を
営
む
環

境
が
実
現
さ
れ
ま
す
。

国
道
５
０
号
線
に
接
し
、
北
は
借
宿

・

八
幡
町
の
区
画
整
撃
進
行
中
、
南
は
堀

込

ニ
ュ
ー
タ
ゥ
ン
の
完
成
、

こ
の
狭
間

の
西
新
井
町
、
今
を
お
い
て
、
此
の
間

題
を
決
す
る
時
期
は
無
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
現
代
は
車
社
会
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
の
発
展
の
原
動
力
と
な
る

一
方
、

排
ガ
ス
公
害

。
交
通
事
故
等
様

々
な

マ

イ
ナ
ス
要
因
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
街

の
近
代
化
を
図
る
こ

と
は
、
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
上
か

ら
も
有
効
な
対
策
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
の
道
路
事
情

。
過
去

の
信
号
機

設
置
問
題
等
、
様

々
な
危
険
性
を
訴
え

後
の
こ
の
機

た
し
た
い
と

か
ら
組
織
的

ま
す
。
ご
理

解
ご
協
力
を
節

に
お
願
い
申

し
上
げ
ま

す
。

収   入 支   出
唸 謡

繰 越 金

自治会々費

雑 収 入

億業協  のそ
とで力区言の
いす し画案位

に思会  断整た
運 つを私 し理町
動て
｀
のて実内

をお責人お現各
展 り任生 り以位
開まをでま外 の
しす持最す に意
て
°つ初
°
途見

行 こてで  はを
きれ果最  無ふ

ヽヽ ま

もえ
の
｀

と区
判画

事
機陸
漏民

1  ≦≧

1. 938.000F] 1, 938.000円

ま、総会資料参
出の詳

さい。

2 8 9

5 1 3

1 3 5

646『 司

◎ OOi司

354『 弓

役

員

退

任

の
ご

挨

拶

副
会
長
・
会
計
　
頸
永
武
雄

私
は
平
成
五
年
四
月
以
降
、
会
計
及
び
途
中

か
ら
副
会
長
と
し
て
、
三
期
七
年
間
有
余
に
亘

り
、
自
治
会
の
各
役
員

・
隣
組
長
さ
ん
等
の
ご

協
力
ご
支
援
を
得
て
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

昨
年
八
月
以
降
急
に
体
調
を
崩
し
、
日
赤
に

入
院
九
月
十
四
月
胃
の
手
術
を
受
け
、
回
復
途

上
十
月
二
日
に
は
肺
炎
を
起
こ
し
、
九
死
に
一

生
を
得
て
十

一
月
二
十
六
日
に
退
院
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
退
院
後
も
仲
々
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
、

毎
日
静
穫
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
本
来
で
し
た
ら
、

自
治
会
総
会
に
於
い
て
、
直
接
退
任
の
ご
挨
拶

を
す
べ
き
処
、
欠
席
し
そ
れ
も
出
来
ず
大
変
失

礼
致
し
ま
し
た
。

紙
上
を
以
て
改
め
て
多
く
の
方
々
の
ご
支
援

に
感
謝
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

自
治
会
の
益
々
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

会

計

を

引

き

受

け

て

広
報
尋
都
晨
　
心
林
券
雄

会
計
の
須
永
茂
雄
さ
ん
が
、
任
期
途
中
に
体
調
を

崩
し
、
八
月
ょ
り
代
行
と
し
て
会
計
の
任
に
当
た
り

ま
し
た
。

前
任
者
の
須
永
さ
ん
は
、
ノ
ー
ト
に
各
項
目
毎
に

微
細
に
、
し
か
も
達
筆
で
丁
寧
に
、
正
確
に
記
録
し

て
あ
り
ま
し
た
お
陰
で
、
引
継
も
ノ
ー
ト
を
見
れ
ば

す
ぐ
判
り
、
私
如
き
が
会
計
と
言
う
量
大
な
任
に
当

た
る
柄
で
は
な
い
の
に
、
何
と
か
年
度
末
の
処
理
も

出
来
、
役
員
及
び
総
会
時
の
決
算

・
予
算
も
無
事
に

済
ま
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も

一
重
に
須
永
さ
ん
の
几
帳
面
な
会
計
処
理

の
、
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

私
も
こ
の
伝
統
を
守

っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

り
ま
す
が
、
前
任
者
ほ
ど
の
才
能
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

正
確
だ
け
は
負
け
な
い
様
に
会
計
処
理
を
遂
行
し

行
く
所
存
で
す
。

前
任
者
同
様
い
や
其
れ
以
上
の
ご
支
援
ご

節
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

須
永
茂
雄
さ
ん
の

一
日
も
早
い
全
快
を
お
祈

し
上
げ
ま
す
。

．、
フ



2

０

０

０

年

爾

威

会

日

曜

第

一
回
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
除
草
　
　
五
月
二

一
日

（日
）

第

一
回
廃
品
回
収
　
　
　
　
　
　
　
六
月
十

一
日

（日
）

予
備
日
　
　
六
月
十
八
日

（日
）

石
上
神
社
祭
典

（子
供
み
こ
し
）
　

七
月
　
九
日

（日
）

子
供
八
木
節
踊
り
の
練
習
　
　
　
　
七
月
十
二
日

（水
）

第
二
回
　
十
九
日

（水
）
三
回
　
二
六
日

（水
）

西
新
井
町
納
涼
祭
　
売
店
　
　
　
　
七
月
二
九
日

（土
）

ラ
ジ
オ
体
操
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
下
旬
よ
り

第
ニ
ロ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
除
草
作
業
　
八
月

第
二
回
廃
品
回
収
・　
　
　
　
　
　
九
月
　
　
日

（日
）

餅
つ
き
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
日

（日
）

第
二
回
廃
品
回
収
　
　
　
　
　
　
　
未
定

カ
ル
タ
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月

中
学
校
卒
業
生
記
念
品
贈
塁
　
　
　
一二
月

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　
　
日
時
未
定

一木
村

聖
良

　

（
二
）
　

　

須
永
華
奈

（
三
）

一須

永
純

平

　

（
六
）
　

　

佐
藤
美
季

（
八
）

一青

木
陽
輔

　

（
九
）
　

　

柏
瀬
美

里

（
十
）

．吉

沢
　
彰

　

（
二
七
）
　

奥

田
啓
介

（
二
九
）

．町

日
智
章

　

（
二
九
）
　

田
邊
春
香

（
進

峰
）

菊
池
美
奈
子

（
二
九
）
　

八
下
田
直
道

（
三
〇
）

吉

田
桃
子

（
十
三
の

二
）
　

　

（
　

）
隣

組

育

咸

会

薇

　

威

永

経

先

西
暦
二
〇
〇
０
年
と
い
う
節
日
の
年
に
、
育
成
会
会
長
に
選
ば
れ
、
責

任
の
重
大
き
を
感
じ
る
と
共
に
、
役
員
の
方
々
と
協
力
ｔ
な
が
ら
精

一
杯

や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．ィ

私
自
身
、
小
学
校
六
年
生
と
三
年
生
の
男
の
子
を
持
つ
親
と
し
て
、
子

供
の
成
長
は
楽
し
み
で
あ
り
、
彼
ら
が
多
く
の
経
験
を
し
た
り
、
思
い
出

を
作
る
場
し
て
、
育
成
会
の
行
事
は
、
学
校
行
事
と
共
に
非
常
に
大
切
な

行
事
だ
と
思
い
ま
す
。

育
成
会
の
少
年
野
球

・
少
女
ソ
フ
ト
な
ど
を
通
じ
て
親
子
の
関
係
、
家

族
同
士
の
付
き
合
い
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
、
よ
り
良
い
町
内
の
和
が
保
た

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
育
成
会
の
活
動
に
対
し
て
、
町
内
皆
様
の
ご

と

ご

鈴 新 田柳 須村塩

木 井中 国永越 田

大 晃志 恵 真加 麻

介 二美 梨也奈 希

二 二 十 十 九 八

Ĺ`ιヨ ノLハ

小 関 飯 佐 小 東

倉 谷 島藤 野 海

千 拓 麻  い 林
明 朗 衣 実 ず 美
⌒ ⌒ ⌒ ⌒ み 那

二 二 十 十 ⌒ ⌒

七 一 八 一 九 五

ろ

し

く

ン
い「′

区
画
整
理
を
考
え
る

武
島
婆
猥
推
進
糧
ぢ
　
養
籐
押
雄

意
識
調
査
で

６５
％
の
支
持
を
得
、

市

の
意
向

を
踏

ま

え

て

１。
％
の
底

上
げ
を
目
指
す
区
画
整
理

（
区
整
）

こ

う
　
ｏ

は

不

可

下

で

の

ら

で

す

っ
て

、

い

る

、

町わ り年 いお入

と
す

る
市
側

の

を

迫

ら

れ

て

い

町
内

の
潜

在

的

に
抱

次

の
よ

う

な

問
題

が

°
対能年

応
L間

結期工  を問
果限事即迎題
が付 とちえは

不 きの
｀
よ最

首条関中う終

尾件連断 と段
にでで しし階

終 あ
｀
ててに

ん度携対合まよさどな
でだ ます うす りんのどさ
しけで るごが異 の側様 て
よ考 も貴 自

｀
な生面 々

｀

うえ視任分区る活 にな区
かて野

｀
の整事実軸側整

°
み に近姿をは態足面 に

て入隣勢工承 やをがは
はれ地 を面知

｀
置有痛

頂
｀
区次か し考 くりみ

け もと世 らてえかまを
まうの代向お方はす伴
せ一連 にきりに皆

°
う

果のた等町 作 ら懸の 生いあえ る制実¬
と処れの内仮用す念進② と道 りて翻か約現向
し

て

子

孫

の

世

代

に

む

1ヽ

ま

す

。

①

町

内

を

路

幅

が

も

た

ら
す

緊
急

事

態

対

応

ヘ

顕
在

化

し

つ

つ
あ

展

に
伴

う
火

災

時

③

開

発

の
遅

町
内

活

性

化

へ
の

等

．
に
区

整

を
断

念

し

の
負

の
遺

産

と

言

問
題

は
、

解

決

の

た
ま

ま

膨

ら

み
続

理

を

さ

ら

に

困

難

代
僕

を
強

い
る

こ
と

に
な
り
ま
す
。

内 つ
｀
内 る り り

のた し決下 ま正

区場 か着水す 念

整 合 もの道・場

にけ糸うま プれ延 るの ｀巡
る

せ

ま

災

害

発

危

惧

。

過

密

化

焼

へ

の

が

も

た

レ
ー

キ

す

と

、

べ

き

此

口
を

断

、

事

後

し
、

結

饉攀会 0薬の機の畷く灌薩瀬轟手亀惨く
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み
ん
な
と
考
え
た

い
町
の
将
来

こ
れ
か
ら
の
■
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会

攀

務
局
　

帝
ネ
繁

曜

西
新
井
町
に
区
画
整
理
の
問
題
が
提
起
さ
れ
２
年

半
あ
ま
り
、
先
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
高
い

関
心
と
、
町
民
の
意
思
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
多
数

の
方
々
が
現
況
を
憂
い
、
将
来
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
結
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

此
ま
で
私
た
ち
は

「道
路
」

「交
通
量
」

「学
菫

・

歩
行
者
の
安
全
」

「災
審

・
火
災
時
の
道
路
幅
の
間

題
」

「道
路
の
無
い
土
地
開
発
」

「環
境
整
備
」
等
々

の
面
か
ら
現
況
を
詳
し
く
見
分
し
、
様
々
な
角
度
か

ら
議
論
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
問
題
点
解
決
に
区

画
整
理
事
業
の
必
要
性
を
提
起
し
て
き
ま
し
た
。

年
ご
と
に
土
地
が
細
分
化
さ
れ
、
住
宅
や
道
路
が

無
秩
序

・
無
計
画
に
造
ら
れ
れ
ば
、
１
０
年
後
に
は

安
心
し
て
住
め
な
い
町
に
発
展
し
て
行
く
こ
と
は
、

誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
今
で
す
。

今
が
こ
の
町
を

「安
心
し
て
住
め
る
町
」

「活
き
活

き
暮
ら
せ
る
町
」

「ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
町
」
に
す

る
か
の
決
断
の
時
で
す
。

行
政
が
考
え
る
町
作
り
で
な
く
、
私
た
ち
の
町
は
、

私
た
ち
で
創
造
し
て
い
く
、
新
し
い
西
新
井
町
の
町

作
り
を
町
民
全
体
で
考
え
Ｆ
実
施
に
移
せ
る
よ
う
に

し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

防

災

会

か

ら

の

お

願

防
実
会
リ
ー
ダ
ー
　
早
＝

西
新
井
町
防
災
会
は
、
年
末
の
夜
間
巡
回
を
始
め

て
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
過
去
の
２
回
は
、
３
役

・

代
議
員

・
各
種
団
体
長

・
組
長
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

夜
間
巡
回
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
年
末
の
多
忙
な

時
３
週
間
の
巡
回
に
、
２
度
も
３
度
も
の
当
番
と
な
っ

つ
て
し
ま
い
ま
す
。
巡
回
の
問
題
点

・
実
施
要
項
も

判
り
ま
し
た
。

去
る
、
四
月
十
四
日
の
自
治
会
総
会
に
於
い
て
、

今
年
は
全
世
帯
参
加
の
夜
間
巡
回
の
実
施
を
提
案
し

た
と
こ
ろ
、
皆
様
の
賛
成
を
頂
き
ま
し
た
。

実
施
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
高
年
者
の
一
人
暮
ら

し
等
、
家
庭
の
諸
事
情
を
充
分
に
勘
案
し
、
隣
組
長

さ
ん
と
の
当
番
表
作
り
に
反
映
し
、
無
理
の
無
い
様

に
し
て
お
願
い
致
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町
内
の
安
全

・
防
災
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
ご
指

導
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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